
Vol.１４４～あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

５月の初日から１泊の予定で、琵琶湖沿いにある市内のオートキャンプ場へ、半年振りに行って来ました。

初日は、対岸から冷たい強風が吹いて、水面も茶色に濁りながら大きく波打っていましたが、翌朝には風が

ピタリと止んで、暖かく穏やかな天気になりました。雲の少ない澄んだ空を背に、比良山地の美しい緑色が

視界に入って来ました。新緑の季節の始まりですね。昼間が夏日、一日の寒暖差が約 20℃近い日もありま

すので、体調を崩されませんように、ご自愛ください。皆様は、いかがお過ごしですか。院長の喜多です。 

先日、NHK の「新日本風土記」という番組で、「水の国・みちの国 近江」という題の放送をテレビで見ま

した。琵琶湖とその周辺で暮らす人々の生活を紹介した内容で、大変興味深く、面白かったです。（例えば、

琵琶湖の周りには、東海道や中山道、朝鮮人街道など多くの街道が縦横に行き交っていて、特に草津は、昔

から人々が往来して街が発展したそうです。 日本で唯一の淡水湖に浮かぶ有人島の沖島で、現在も漁業を

営みながら暮らす家族について紹介されていました。沖島に魅力を感じて、毎日島外から船に乗って、島内

の小学校へ通う児童もおられるそうです。 長浜では、大陸伝来の技法により、繭から特別丈夫な糸を紡い

で、三味線などの和楽器の弦を今でも生産しています。 農耕で働きを終えた近江牛を、東海道を通って東

京まで 14 日間かけて徒歩で運んで、食肉用として売り、それが明治時代の牛鍋【すき焼き】の流行につな

がったそうです。 伊吹山麓で多く生息するヨモギの葉の裏にある繊毛を集めて精製したものが、伊吹もぐ

さになり、昔からお灸に利用されてきました。） これまで知らなかった滋賀県の歴史・風土を、理解するこ

とが出来きて、ますます滋賀県への愛着が湧いてきました。滋賀は暮らしやすい土地だと私は思います。 

コロナ禍前、三年前は、京都や県内の神社仏閣まで気軽に足を運んで、歴史を学び、美しい景観を楽しむ

ことが出来ていました。最近では、御朱印帳を持ち歩く機会がありません。新型コロナ感染症が終息して、

安心して遠出が出来るようになったら、まずは大改修中の延暦寺根本中堂へ行ってみたいと思います。改修

途中ならば、特別な角度から拝観出来て、新しい発見があるかもしれません。まず足腰も鍛え直したいです。 

きた歯科だより
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